
第２回米軍経ヶ岬通信所の設置に係る安全・安心対策連絡会の概要

〇開催日時 平成２６年１２月８日（月）１３３０～１４３０

〇場 所 京丹後市役所峰山庁舎 ２０５会議室

〇出 席 者 【京都府】総務調整課長（総務部副部長代理）、丹後広域振興局長

【京都府警察本部】警備部理事官（警備第一課長代理）

【京丹後警察署】警備課長（京丹後警察署長代理）

【京丹後市】副市長

【地域住民代表】京丹後市区長連絡協議会会長

京丹後市区長連絡協議会幹事

京丹後市防犯委員会会長

京丹後市交通安全指導員会会長

京丹後市女性連絡協議会代表

京丹後市女性連絡協議会副代表

京丹後市袖志区長

京丹後市尾和区長

【米軍経ヶ岬通信所】経ヶ岬通信所司令官代理

【航空自衛隊経ヶ岬分屯基地】副隊長（第３５警戒隊長代理）

【近畿中部防衛局】企画部長、管理部長、京丹後現地連絡所長

〇説明事項 Ⅰ 経緯及び現状

１ 本格運用開始までの流れ

２ 現状

Ⅱ 電波等の安全・安心（環境調査）

１ これまでの環境調査の実施状況

２ 今後の調査予定

Ⅲ 住民の安全・安心

１ 居住地の状況

２ 米軍人等の配置状況

３ 集団通勤の状況

４ 自動車運転教習

５ 基地周辺の渋滞緩和策

Ⅳ 雇用・振興策・地元交流

１ 地元雇用の状況

２ 交流事業の計画

３ 生活・産業への影響に対する対策

〇出席者の意見等の概要

（１）騒音対策

【意見要旨】

発電機騒音対策については、発生直後の１０月下旬から早期実施を求めてきた。米軍

も防衛省も騒音の状況把握に努め、対策を講じているところ、吸音パネルの設置後には、

屋内において騒音が軽減されていることが実感できた。しかしながら、屋外では騒音が



聞こえていることから、自然の音に近づくよう、万全な対策が速やかに実施されるよう

強く要請する。

【回答要旨（近畿中部防衛局）】

発電機騒音については、日米双方が早急に改善を講じる必要があると認識しており、

自然の音に近づくよう、今後も日米が連携して更なる対策を講じていく。

（２）交通安全対策

【意見要旨】

複数件の交通事故が発生している。安全運転の徹底を求める。

【回答要旨（近畿中部防衛局）】

２７年１月には冬季の積雪・凍結といった地元の特性も踏まえた交通安全講習会を実

施予定である。引き続き、警察と連携して交通安全講習などに取り組んでいく。

（３）軍属の居住地

【意見要旨】

軍属の居住地について色々な憶測や噂が流れている。良き隣人として接していきたい

と考えており、正確な情報が共有されるよう配慮願いたい。

【回答要旨（近畿中部防衛局）】

軍属の居住地については、現在、京丹後市からの要請期限である平成２７年３月末ま

でに決定すべく鋭意取り組んでいるところであるが、米側の所要数を満たすには、賃貸

住宅の新規建設が必要な状況である。調整状況については、適切に情報提供していく。

（４）工事関連

【意見要旨】

休日に工事を行う場合は、今後も地元区長への事前説明を行い、了解の上で実施する

こと及び景観への配慮を求める。

【回答要旨（近畿中部防衛局）】

経ヶ岬通信所の建設工事は、これまで説明してきたとおり、日曜祝日には行ってこな

かったが、天候不順による遅れが生じたため、地元区長等の了解を得て、９月から１０

月の間の５日間に限定して実施したところである。また、景観については、可能な限り

周辺環境に溶け込むよう配慮している。

以 上



第２回安全・安心連絡会要旨 

 

 

Ⅰ 経緯及び現状 

１． 本格運用開始までの流れ 

（１） 飛行制限区域の設定   

・１１月１日施行（１０月２日告示） 

 

（２） レーダー停波手続（１０月３１日）に関する通知文書発出 

・関係機関と訓練を実施 → 迅速に対応 

 

（３） 立入禁止区域 

・米軍提供施設内のレーダー前面に立入禁止区域を設定 

 

（４） 基地内工事 

① 据付工事     （１０月下旬～１１月上旬） 

② 設備関連工事   （ ８月下旬～１１月下旬） 

③ 管理棟建設工事  （ ９月中旬～１２月下旬） 

 

（５） １２月末の本格的運用開始までの準備等 

     １２月末目途に予定されている運用開始に必要な準備を実施中 

 

２． 現 状 

（１） 基地内工事 

・現在、管理棟等の建設工事を実施中 

 

（２） 騒音対策 

① 米側による騒音防止のためコンテナの設置（１１月５日） 

② 専門調査会社等による調査・対応策検討の実施（１１月１７日

～） 

③ 米側による吸音パネルの設置（１１月１９日設置完了） 

④ 日本側による防音壁開口部への吸音パネル等の追加設置（１２

月６日）及び騒音軽減装置の設置（１２月予定） 

⑤ 米側による消音装置の製作、試験及び設置（２７年３月まで） 

⑥ 日本側による恒久的な措置として防音ハウスの設置（今年度中

に予算措置し契約を行い、来年度早々の着工を追求） 

 

 



（３） 交通事故 

① 現状 

 連絡会発足後、物損事故が発生 

② 今後の対応 

・米軍に対する更なる注意喚起及び交通安全の徹底 

・引き続き関係自治体に対する速やかな情報提供 

 

 

 

Ⅱ 電波等の安全・安心（環境調査） 

   騒音、電磁界強度、水質の３項目については、四季を考慮しつつ、運用

開始前後の適切な比較ができるよう調査を実施 

１． これまでの環境調査の実施状況 

→騒 音 調 査： 平成２６年２月、５月及び８月 

→電磁界強度調査： 平成２６年３月、７月及び１０月 

→水 質 調 査： 平成２６年３月、７月及び１０月 

 

２． 今後の調査予定 

→騒 音 調 査： 平成２７年２月、５月及び８月 

→電磁界強度調査： 平成２７年１月、４月及び７月 

→水 質 調 査： 平成２７年３月、７月及び１１月 

 

 

 

Ⅲ 住民の安全・安心 

１． 居住地の状況 

（１） 現在の居住/宿泊地 

・峰山町： ホテルつかさ峰山、プラザホテル吉翠苑、 

シティホテル峰山 

・網野町： ホテル小さな白い花 

（軍人は基地内居住施設完成までの間、宿泊） 

 

（２）今後の軍属居住地 

・軍属は、当面は市内のホテルに宿泊 

・市内の既設・新設の賃貸住宅の確保に努力 

 

 

 



 ２．米軍人等の配置状況 

・１１月半ばで、米軍人等の人数約１２０名 

（内軍人約２０名、軍属約１００名） 

・米軍関係者の視察やレーダー据付け等の短期出張者もあり、当該人数 

は常に一定ではないが、本格運用開始後は、最大約１６０名 

 

３． 集団通勤の状況 

・現在、常駐の米軍人等は勤務シフト毎に集団通勤を実施 

・集団通勤は、京丹後市の地理を熟知した地元のバス会社と契約し、

シャトルバスを運行 

 

４． 自動車運転教習 

・地域の交通事情等について講義を行い、日本での運転経験の浅い者

に対する実車教習を実施 

・冬季運転講習(雪道走行) → 来年１月実施予定 

 

５． 基地周辺の渋滞緩和策 

・基地ゲート前に車両待機場を設置予定 

 

 

Ⅳ 雇用・振興策・地元交流 

１． 地元雇用の状況 

・同基地に係る地元雇用について、渉外担当等、従業員６名を雇用 

 

２． 交流事業の計画 

・京丹後市国際交流協会主催の日本文化紹介事業に参加予定（１２月

２１日） 

・袖志・尾和区等の方々と日米地元料理交流事業（案）を計画中（２

７年３月） 

 

３． 生活・産業への影響に対する対策 

（１）生活・産業対策 

・平成２６年度事業（１８件）を実施中【再編交付金】 

・尾和用水路事業を実施中（２６年度から）【障害防止事業】 

（２）交通環境整備対策 

・浜丹後線、間人大宮線の改良事業を実施中（２６年度から） 

【民生安定事業】 
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飛行制限区域参考図

経ヶ岬通信所通信所
（京都府京丹後市）

飛行制限区域
（半径６キロ・高度１万９千フィート）

若狭湾

京都府京丹後市

○米軍経ヶ岬通信所を中心とする半径６キロメートルの円内の区域のうち北緯３５度４５分５３秒の線の北側にあるも
の
○地表面又は水面から１万９千フィート以下の高度における飛行
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自治体等からの停波要請フロ－チャ－ト

救助等緊急ヘリ、ドクターヘリ

①停波要請

現地米軍

現地指揮官

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（※

）

航
空
自
衛
隊

現
地
米
軍

要請者

救助等緊急ヘリ
要請者

ドクターヘリ要請者

※想定されない何らかの理由で現地米軍と連絡がとれない場合のみ

②停止した事実を通知

（４）停波した事実を通知

（２）停波要請

（３）停波した事実を通知

（１）停波要請

４
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第Ⅰ期の建設工事完了後（2014年）
Ⅰ
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※変更となる可能性あり



現在の経ヶ岬通信所の様子（平成２６年１２月４日（木）付）
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管理棟

通信器材 倉庫
発電機
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環境調査の実施位置図
袖志区A

袖志区B
尾和区

袖志区

レーダー正面海上

袖志農民研修施設

穴文殊バス停付近

尾和区有地（騒音測定、電磁界強度調査）

凡例
●：騒音測定
●：水質調査
●：電磁界強度調査

Ⅱ
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騒音度調査計測値

１ 調 査 日 ： 平成２６年８月３０日（土）～３１日（日）

２ 調 査 場 所 ： 経ヶ岬通信所周辺地域３箇所

（袖志農民研修施設、穴文殊バス停付近及び尾和区有地）

３ 調 査 内 容 ： １９００～翌日１９００までの２４時間測定

４ 計 測 値 ： 下表のとおり

（単位：ｄＢ）

第１回計測値 第２回計測値 第３回計測値

（２６．２．２５～２６） （２６．５．１４～１５） （２６．８．３０～３１）

※参考　騒音の目安（出典「全国環境研協議会　騒音小委員会」）

３０～４０ｄＢ：山村の田畑、山間の戸建住宅地（昼間）、町の戸建住宅地（夜間）

４０～５０ｄＢ：図書館館内、霊園（昼間）、町の戸建住宅地（昼間）

５０～６０ｄＢ：役場・郵便局の窓口周辺、博物館館内、書店店内、海辺

６０～７０ｄＢ：一般道路周辺（夜間）、ファミリーレストラン店内、バス車内

７０～８０ｄＢ：幹線道路周辺（昼間）、在来鉄道車内、航空機内、蝉の声

８０～９０ｄＢ：ゲームセンター店内、パチンコ店内

６０．２～６３．４

５４．０～５７．４

運用前

昼夜別

昼間値
（０６００～２２００）

夜間値
（２２００～０６００）

５３．１～５８．０

４８．０～５０．８

５０．８～５９．１

４４．７～５０．２

Ⅱ－１
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電磁界強度調査計測値

１ 調 査 日 ： 平成２６年１０月２０日（月）

２ 調 査 場 所 ： 経ヶ岬通信所周辺地域３箇所

（レーダー設置正面海上１箇所、袖志区及び尾和区の陸上各１箇所）

３ 調 査 内 容 ： 各調査場所における電力密度を計測

４ 計 測 値 ： 下表のとおり

（単位：ｍＷ／ｃ㎡）

第１回計測値 第２回計測値 第３回計測値

（２６．３．１９） （２６．７．２８） （２６．１０．２０）

０．００

運用前

電波防護指針値

１以下 ０．００～０．０９ ０．００

Ⅱ－１
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水質調査計測値

１ 調 査 日 ： 平成２６年１０月１７日（金）

２ 調 査 場 所 ： 経ヶ岬通信所周辺海域３箇所（尾和区１箇所、袖志区２箇所）

３ 調 査 内 容 ： 下記項目について計測

４ 計 測 値 ： 下表のとおり

第１回計測値 第２回計測値 第３回計測値

（２６．３．１９） （２６．７．２８） （２６．１０．１７）

７．８以上

８．３以下

０．３以下

（年間平均値）

０．０３以下

（年間平均値）

２以下
（河川に係る基準値）

２．５以下
（河川に係る基準値）

溶存酸素量（ＤＯ）は、運用前第２回調査から調査項目に追加

０．００９～０．０１３

７．７～８．１

１．０～１．１

３～４

運用前

８．２

０．９～１．２

不検出

２未満

０．１０～０．１３

１．１～１．５

２

０．９～１．５

１～２

７．０～７．５

１．１～１．２

不検出

４５～２２０

０．１３～０．１６

１．０～１．６

不検出

２未満

０．１７～０．２６

０．０１６～０．０２７

１０００以下

７．５以上

mg/L ０．０１～０．０１４

６．６～７．６

MPN/
100ｍL

mg/L

mg/L

mg/L

mg/L
浮遊物質量

（ＳＳ）

大腸菌群数

全窒素

全燐

溶存酸素量

（ＤＯ）
生物化学的酸素要求量

（ＢＯＤ）

８．１

（油分等）

項　目 単位 環境基準値

水素イオン濃度

（ｐＨ）

化学的酸素要求量

（ＣＯＤ）
ノルマンヘキサン抽出物質

ｐＨ

mg/L

mg/L

２以下

検出されないこと

Ⅱ－１
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集団通勤で使用しているシャトルバス
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安全・安心対策の取組 ～交通安全講習会を開催～

近畿中部防衛局と京丹後警察署は、平成２６年１０月２日、京丹後市網野町の網野自動車教習所に御協力いた
だき、米軍経ヶ岬通信所に勤務する軍人等を対象とした交通安全講習会を開催しました。講習会は、市民の安
全・安心対策の一つとして企画したものであり、司令官のオルブライト少佐を始め７３名が参加し、日米の交
通ルールの違いに関する講義や右ハンドル車・左側通行に慣れるための実車講習を通じ、地域の道路交通事情
や交通安全に対する理解を深めました。

教習車（電気自動車）に乗車するオルブライト少佐 講義の状況

実車講習の状況 実車講習・自転車走行講習の状況

Ⅲ
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第Ⅱ期の建設工事完了後（2017年）

※変更となる可能性あり
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経ヶ岬通信所に勤務する駐留軍等労働者

◆ 現在、経ヶ岬通信所では、６職種６名の駐留軍等労働
者の方々が採用。

（６職種）

◆ 採用者のうち、４名の方々が地元京丹後市出身者。

２６．１２．８
近畿中部防衛局

（年 齢）20代～40代

（性 別）男性：３名、女性：３名

（出身地）京丹後市（Ｕターンの者を含む）：４名、その他（京丹後市近郊含む）：２名

社会関係（連絡）専門職【通訳、広報】 管理専門職【一般事務】

書簡事務職【郵便物の受理、管理】 サービス契約検査主任職【業者が行う業務の検査】

車両運転手【車両運転】 補給専門職【補給品の在庫管理】
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平成26年12月8日現在

年月日 補助額

(平成26年度単歳分) 千円 千円

尾和用水路 26. 7.18 46,286 46,286 実施設計（用水路設計）　一式

尾和用水路　（その２） 26. 9.24 31,670 31,670 実施設計（取水施設・ポンプ設計）　一式

2件 77,956 77,956

(平成25年度単歳繰越分） 千円 千円

浜丹後線 26. 7.16 69,880 99,829 改良：調査、設計、測量

繰越承認：H.26.3.19、繰越額：69,880千円、25'支出額：0円

間人大宮線 26. 7.16 34,600 49,429 改良：調査、設計、測量

繰越承認：H.26.3.19、繰越額：34,600千円、25'支出額：0円

2件 104,480 149,258

(平成25年度単歳繰越分）

福祉の増進及び医療の確保に関する事業：総合検診事業 26. 9. 3 79,978 79,978 基金造成（総合検診）　一式

繰越承認：26. 3.19、繰越額：79,978千円、 25’支払額：0円

(平成26年度単歳分）

交通の発達及び改善に関する事業：袖志漁港操業環境整備事業 26. 7.10 11,024 11,025 浚渫工　Ｖ=1,150㎥

企業の育成及び発展並びにその経営の向上を図る事業：尾和地区西野新田農道等改良事業（その１） 26. 7.18 1,200 1,285 実施設計（農道改良等）　一式

防災に関する事業：災害予防警防用資機材整備事業 26. 8.27 30,863 30,863 災害予防警防用資機材及び積載車　一式

住民に対する広報に関する事業：基地対策支援員設置事業 26. 8.28 600 1,478 臨時職員（通訳及び事務補助）　1名

企業の育成及び発展並びにその経営の向上を図る事業：高機能冷凍装置整備事業 26. 8.28 1,400 1,569 調査探究業務　一式

環境衛生の向上に関する事業：宇川地区配水管布設替事業 26. 9. 3 12,300 13,010 実施設計　一式

教育・スポーツ及び文化の振興に関する事業：旧竹野小学校体育館耐震改修事業 26. 9. 4 1,800 1,944 耐震診断　一式

住民の生活の安全の向上に関する事業：駅舎駐輪場防犯カメラ設置事業 26. 9.10 4,900 5,184 防犯カメラ設置工　8基

教育・スポーツ及び文化の振興に関する事業：小・中学校情報教育環境整備事業（その１） 26. 9.17 8,000 8,501 情報教育機器の26'リース代　一式

教育・スポーツ及び文化の振興に関する事業：小・中学校情報教育環境整備事業（その２） 26. 9.17 208,200 208,200 基金造成（情報教育機器の27～30'リース代）　一式

福祉の増進及び医療の確保に関する事業：成人用肺炎球菌予防接種事業 26. 9.30 13,200 18,918 成人用肺炎球菌予防接種　一式

企業の育成及び発展並びにその経営の向上を図る事業：尾和地区西野新田農道等改良事業（その２） 26.10.16 3,000 3,283 農道等整備工事 W=2.1m,L=82.5m

公園及び緑地の整備に関する事業:ふれあいの広場設置助成事業 26.10.17 3,800 4,025 用地測量、設計業務　一式

防災に関する事業：袖志地区有線放送設備設置助成事業 26.10.24 5,400 5,748 有線放送施設　一式（間接補助事業）

住民の生活の安全の向上に関する事業：京丹後市LED防犯灯交換費補助金事業 26.10.27 42,400 44,693 LED防犯灯　3,204灯（間接補助事業）

防災に関する事業：京丹後市ふるさとレスキューAED設置事業費補助金事業 26.10.27 600 698 自動体外式除細動器　2台（間接補助事業）

住民の生活の安全の向上に関する事業：宇川地区防犯カメラ設置事業 26.11. 5 4,800 5,151 防犯カメラ設置工　7基

18件 433,465 445,553

22件 615,901 672,767

再編交付金

京丹後市長

京都府知事

京丹後市長

平成２６年度経ヶ岬関連補助金等執行状況

道路改修等

障害防止

交付決定
事業の名称 補助事業者名 備考事業費
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